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これまでは・・・
書類に記入が必要

これからは・・・
氏名・生年月日等を事前に印字

住民異動届（市民課、まちづくりセンター）
 ➡引っ越し等に伴い住所や世帯の変更を届け出る
印鑑登録（市民課、まちづくりセンター）
 ➡個人が契約等で使用する印鑑を市区町村に登録する
住民異動に伴う各種申請書
 ➡児童に係る各種申請、福祉関連の各種申請等
各種証明申請書
 ➡住民票の写し、印鑑登録証明書

① 住民異動受付支援システムで運用

② 氏名・生年月日・新住所等を
　 書類に事前に印字

９月定例会での
議 案 審 議
【会期】9/5 ～ 9/21（17日間）
【市長提出議案】 補正予算 7
 条例改正 2
 指定管理者の指定 3
 契約締結 2
 市道認定・廃止 3
 人事関係 3
 諮問 1
【議員提出議案】  2

12月定例会の開会に先立ち、議場コンサート
を開催します。議場での傍聴のほか、インター
ネットでライブ中継も行います。

住民異動受付支援システム構築事業

市長提出議案のおもな

転入・転出などの各種住民異動の際に、届出する方が氏名・住所など何度も同じことを記入する手間を省きます。

事業概要事業概要

書かない窓口を実現します
（問合せ：市民課　2998-9087）

議案第53号　令和4年度所沢市一般会計補正予算（第5号）

事業費：6,966万5千円

問

答 住民票や印鑑証明書の交付手続であれば、従来どおり記入していただきますが、住民異動の手続と同時に各種証明
書の交付手続を行う場合は、氏名や住所等の情報が連携されるため、同じ内容を何度も書く必要がなくなります。
なお、各種証明書の交付手続についても、今後対応していく予定です。

住民異動受付支援システムが導入されると、住民票の交付申請で窓口に行った際に、書類を書かなくてもよく
なるのか。

12/2（金）
9：00
START

フルートの音色が議場を包み込む♪

尾島 由歌里 さん尾島 由歌里 さん一居 詠子 さん一居 詠子 さん
お ゆ か りじまいち えい こい

最新情報は
HPをチェック

⬆
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コロナ禍での肥料や飼料、農産物の生産に必要な燃料費の価格高騰により、大きな影響を受けている農業生産者の経営負担
を減らすため、経費の負担増の一部を補助します。

物価高騰に負けるな　所沢市農業者支援事業
（所沢元気回復プロジェクト）

（問合せ：農業振興課　2998-9158）

議案第53号　令和4年度所沢市一般会計補正予算（第5号）

事業費：1億7,774万3千円

問

問

答 農業に真摯に取り組み、引き続き市内で農業を営む意思がある方を対象と考えています。

対象を「次期作に前向きに取り組む農業生産者や農業法人」としているが、どのような基準で判断するのか。

答 令和4年度に新規で就農された方を対象にしています。それ以前の新規就農者には、その年度ごとに経営開始資金
を交付しています。

今後の新規就農者が対象となっているが、これまでの新規就農者は対象外になってしまうのか。

農業をがんばる人を応援します

経営が不安定な就農初期の経営を安定させるため、これまでの経営開始資金に加えて、令和4年度新規就農者を対象に、国
において機械や施設整備を行う経営発展支援事業を新たに創設したことから、施設整備を行う新規就農者に対して、その費
用の一部を補助します。

対　象：農業収入額が50万円以上で、次期作に前向きに取り組む農業生産者
や農業法人

補助額：1経営体当たり、対象経費（肥料、飼料や動力光熱費）の1／ 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上限20万円）
見込数：1,344経営体

経営開始資金事業 事業費：937万5千円

対　象：令和4年度　新規就農者2経営体3人

補　助：①経営発展支援事業1経営体（トラクター、パイプハウス1棟）
　　　　　補助金額：3,750,000円
　　　　②経営発展支援事業（夫婦型）1経営体（パイプハウス3棟）
　　　　　補助金額：5,625,000円（夫婦型は補助金額が1.5倍）
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第 204 号

議員提出議案

議員提出議案第7号

議員提出議案第6号

　本年4月26日に、政府は「女性デジタル人材育成プラン」を取りまとめ、女性のデジタル人材育成の加速化を
目指すこととしています。本プランの着実な遂行と実現は日本の発展において不可欠であり、デジタル化が進む
ことにより、大都市一極集中による人口過度の偏在の緩和や感染症等のリスクの低減も図れるとして、大きな期
待が寄せられています。
　そこで、政府においては、地方における女性デジタル人材育成の強力な推進を図るため、５項目を実施するよう
強く求めます。

　令和3年度一般会計、各特別会計、各事業会計の歳入・
歳出予算の執行実績を確認し、内容を審査するため「決
算特別委員会」を設置します。
　委員会は、9月定例会で付託された決算認定10件を、
閉会中に審査します。

◎……委員長　　〇……副委員長

所沢市議会が制定した「ダイオキシンを少なくし所沢にきれいな空気を取り戻すための条例」（第３条第１号）の
規定により、埼玉県に提出された産業廃棄物処理業計画書について意見を求められましたので、所沢市議会は、
次のことを求めます。

１　周辺の良好な生活環境の維持と安全のため、事業者は関係法令に基づき、適正な対策を講じること。
尚、規定された書類の提出は関係法令に基づき確実に行うこと。

２　廃棄物の搬入・搬出時の安全性を確保すること。また、積替え保管施設の維持管理を徹底し、保管基準
を十分遵守すること。

３　周辺住民との相互理解を深め、周辺地域の生活環境の増進に十分に配慮すること。また、事業所稼働時間
は担当者が常駐することに努め、更に不測の事態に対処できるような管理運営を行うこと。

諮　　問

諮問第5号　産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に係る意見を求めることについて

令和3年度 決算の審査に向けて

女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書

決算特別委員会の設置について
決算特別委員会委員
◎大舘　隆行（至誠自民クラブ）
〇福原　浩昭（公明党）
　矢作いづみ（日本共産党）
　天野　　敦（ところざわ市民会議）
　佐野　允彦（自由民主党・無所属の会）
　長岡　恵子（立憲民主党）
　青木　利幸（市民クラブ未来）
　荻野　泰男（至誠自民クラブ）

意見書の全文はコチラ　「議員提出議案」をご覧ください　➡
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令和 4年（2022年）11月15日

－議案に　賛成・　　　します－反対反対

人事関係

議案第71号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて
  大　岩　　征　子　　氏（緑町／再任）

公平委員会委員の選任に同意

諮問第6号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
 内　野　　光　男　　氏（荒幡／再任）

人権擁護委員の推薦に同意

東部クリーンセンター長期包括運営業務委託に係る家庭ごみ等受入業務追加事業

賛成します
石原議員

議案第53号　　令和4年度所沢市一般会計補正予算（第5号）

・受入業務の追加委託を実施することで、既に契約を締結した業務との密接な連携が
図れるなど、より効率的な運営を行うことが可能となり、現在と同じ公営で運営する
場合と委託した場合を比較して、13年間で約1億5,000万円の費用が削減できること
を評価する。
・長期的な契約を締結することの効果として、計画的な人材育成や業務従事者の経験
が蓄積されることにより、委託業務の質が向上するなど、市民サービスの品質の維持
が可能となり、安定的な業務体制を継続することが期待できる。

反対します

もっと、もっとギカイを身近に

小林議員

・委託した場合は統括責任者を置くとのことだが、偽装請負の疑いもでるし、市の職
員がいなくなると全体が把握できなくなる。
・収集業務職員について、委託では市の提示した人件費では折り合わず、やむなく人
材派遣による対応で採用したが、すぐに退職してしまったり綱渡りの状況だった。
・委託によって、市民の税金をかけて取得させた有資格者やベテラン職員の異動は、
本人の働く意欲も大きく阻害し、市の大きな損失になる。
・直営の収集作業員の3割を残すには、市として計画的にもっと若い現業職員を採用
し、育成していくほうが得策であり、直営の現業職員を採用していくことを求める。

　傍聴席の正面に字幕専用のモニターがあるのをご存知ですか?
　9月定例会から、リアルタイム字幕をより大きく表示することで、
さらに会議内容が分かりやすくなりました。
　これからも皆さんの “知りたい” に応えていきます!!

発言内容が
リアルタイム
で文字変換
されます

おお いわ ゆき こ

うち の みつ お
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第 204 号

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

予　　算

総務経済

建設環境

健康福祉

建設環境
市民文教

回答する

議決に至らず

同意する
―

決算特別 継続審査

建設環境

原案可決

可　　決

 第 53 号 令和4年度所沢市一般会計補正予算（第5号）
 第 54 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第1号）
 第 55 号 令和4年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
 第 56 号 令和4年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第1号）
 第 57 号 令和4年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
 第 58 号 令和4年度所沢市水道事業会計補正予算（第2号）
 第 59 号 令和4年度所沢市病院事業会計補正予算（第2号）
 第 60 号 所沢市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び所沢市職員の育児休業等に関する条例の
  一部を改正する条例制定について
 第 61 号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について
 第 62 号 所沢市立まつば児童館の指定管理者の指定について
 第 63 号 所沢市立やなぎ児童館の指定管理者の指定について
 第 64 号 所沢市立ひかり児童館の指定管理者の指定について
 第 65 号 所沢駅ふれあい通り線整備工事（その3）請負契約締結について
 第 66 号 所沢市立小中学校屋内運動場照明LED化事業請負契約締結について
 第 67 号
 ～ 市道路線の認定について
 第 68 号
 第 69 号 市道路線の廃止について
 諮問第５号 産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に係る意見を求めることについて
 認定第１号 令和3年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について
 認定第２号 令和3年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第３号 令和3年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第４号 令和3年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第５号 令和3年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第６号 令和3年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第７号 令和3年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第８号 令和3年度所沢市水道事業決算の認定について
 認定第９号 令和3年度所沢市下水道事業決算の認定について
 認定第10号 令和3年度所沢市病院事業決算の認定について
 第 70 号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて
 第 71 号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて
 諮問第６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

令和4年9月定例会　審議結果 徹底
審議

市長提出議案（31件）

議員提出議案（2件）

第 53 号

第 70 号 賛成13票、反対9票、白票7票 （無記名投票による）

長
岡　
恵
子

石
本　
亮
三

島
田　
一
隆

末
吉
美
帆
子

天
野　
　
敦

入
沢　
　
豊

大
石　
健
一

石
原　
　
昂

佐
野　
允
彦

平
井　
明
美

小
林　
澄
子

城
下　
師
子

矢
作
い
づ
み

越
阪
部
征
衛

松
本　
明
信

中　
　
毅
志

青
木　
利
幸

粕
谷
不
二
夫

村
上　
　
浩

福
原　
浩
昭

西
沢　
一
郎

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

植
竹　
成
年

秋
田　
　
孝

中
村　
　
太

浅
野
美
恵
子

大
舘　
隆
行

谷
口　
雅
典

杉
田　
忠
彦

荻
野　
泰
男

市民クラブ未来

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 ところざわ
市民会議

立
憲
民
主
党

議員別賛否一覧 議案に対する、各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

議案番号 議　案　件　名 結　　果
 第 6 号 決算特別委員会の設置について
 第 7 号 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書について 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○ （
議
長
）

（
欠
席
）

日本共産党 自由民主党・
無所属の会

（※）10月1日以降の会派名と会派構成を記載しています

× × × ×

（※） （※）
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令和 4年（2022年）11月15日

皆
さ
ん
の
声
、
受
け
止
め
ま
す

議
会
報
告
会
開
催
!

場　　　 所 市役所３階　全員協議会室

事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。

手話通訳・要約筆記あり

第１部 9月定例会の報告

第２部 市政全般に関する意見交換
班形式による

最新情報は
　ＨＰをチェック!

11/19（土） 13：30～

11/16（水） 19：00～

秋田　孝　　　天野　敦　　　入沢　豊　　　青木　利幸
村上　浩　　越阪部征衛　　亀山　恭子　　矢作いづみ

谷口　雅典　　川辺　浩直　　佐野　允彦　　荻野　泰男
松本　明信　　城下　師子　　末吉美帆子　　大舘　隆行
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第 204 号

公明党
川辺　浩直

至誠自民
クラブ
秋田　孝

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
1
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
や
動
画
は
、市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

議
員
が
聞
い
た
！

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

Ｑ
Y
O
T
―
T
O
K
O

南
側
の
東
川
に
防
護
柵
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
隙
間
が

大
き
く
不
安
だ
と
い
う
声
が

あ
った
。
今
後
は
多
く
の
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
う
と
思
う
が
、

利
用
す
る
子
ど
も
や
保
護

者
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の

注
意
喚
起
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

A
Y
O
T
―
T
O
K
O

を
利
用
さ
れ
る
子
ど
も
や
保

護
者
に
対
し
て
は
、
施
設
の

フ
ェン
ス
に
、
河
川
の
転
落

防
護
柵
に
上
った
り
、
く
ぐ

った
り
し
な
い
よ
う
注
意
喚

起
の
貼
り
紙
を
し
た
り
、
イ

ベン
ト
の
開
催
時
な
ど
、
多

く
の
来
場
者
が
い
る
場
合
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
の
巡
回
時
に

注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
来
場
者
の
安
全
を

確
保
し
て
い
く
た
め
、
河
川

を
管
理
す
る
県
や
関
係
部
署

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
対
策
を
立
て
てい
く
。

所
沢
市
観
光
情
報
・
物
産
館

　
「
Y
O
T
―
T
O
K
O
」

南
側
の
東
川
の
安
全
対
策
を

Ｑ
選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ

の
た
め
、
防
災
行
政
無
線
で

中
高
生
に
投
票
を
呼
び
か
け

て
も
ら
って
は
ど
う
か
。
市

長
の
見
解
は
。

A
私
は
、
選
挙
権
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
と
き
、
18
歳
に
な

った
最
初
の
選
挙
に
行
か
な
い
と
、

そ
の
後
の
選
挙
に
行
か
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
政
治
教
育
を
避

け
て
き
た
が
、
今
後
は
教
育
現

場
で
の
取
組
が
必
要
に
な
った
と

考
え
て
い
る
。
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
って
い
る
若
者
に
対
す
る

選
挙
の
取
組
と
し
て
は
、
小
中
学

生
・
高
校
生
の
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
コン
ク
ー
ルへの
参
加

や
投
票
立
会
人
の
依
頼
な
ど
を

し
てい
る
。
中
高
生
に
防
災
行
政

無
線
で
投
票
を
呼
び
か
け
て
も
ら

う
と
いった
提
案
だ
が
、
子
ど
も

た
ち
の
存
在
が
大
人
の
社
会
を
正

す
と
い
う
面
も
十
分
認
め
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
要
望
し
て
み
た
い
。

中
高
生
か
ら
の
投
票
の
呼
び
か
け
で

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
を

Ｑ
自
衛
官
募
集
事
務
は
、

自
衛
隊
法
第
97
条
で
市
町

村
の
法
定
受
託
事
務
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
防
衛
大
臣

か
ら
資
料
提
供
の
依
頼
に
応

じ
て
、
自
衛
官
募
集
事
務

の
た
め
に
必
要
な
住
民
基
本

台
帳
の
情
報
を
提
供
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

市
で
は
提
供
を
行
って
い
る

の
か
。

A
本
市
で
は
、
自
衛
官

募
集
対
象
者
の
情
報
は
提
供

し
て
い
な
い
。
自
衛
隊
法
施

行
令
で
、
防
衛
大
臣
が
募

集
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の

規
定
は
あ
る
が
、
求
め
ら
れ

た
市
町
村
長
に
そ
の
提
出
を

義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

法
に
基
づ
く
閲
覧
申
請
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
、
今
後
も

同
様
の
対
応
を
考
え
てい
る
。

自
衛
官
の
募
集
に

積
極
的
な
協
力
を

体
育
館
や
校
庭
に

W
i
F
i
環
境
の
整
備
を

Ｑ
川
越
市
や
越
谷
市
で
は
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
が

開
始
さ
れ
る
前
か
ら
、
体
育

館
に
W
i
F
i
環
境
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
東
村
山
市
で

は
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

の
開
始
に
伴
い
整
備
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
本
市
で
も
体

育
館
や
校
庭
な
ど
に
W
i
F

i
環
境
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

A
本
市
で
は
、
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
の
活
用
の
推
進
に
よ

り
、
体
育
館
や
校
庭
で
も

教
室
と
同
様
に
W
i
F
i

環
境
の
整
備
の
必
要
性
が
高

ま
って
く
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
公
立
学
校
情
報
機
器

整
備
費
補
助
金
事
業
で
整

備
し
た
モ
バ
イ
ル
W
i
F
i

ル
ー
タ
ー
を
、
体
育
館
や
校

庭
な
ど
の
W
i
F
i
環
境
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で

も
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
てい
る
。



ところざわ市議会だより

9

令和 4年（2022年）11月15日

日本共産党
城下　師子

公明党
植竹　成年

市民クラブ
未来

松本　明信

日本共産党
矢作いづみ

至誠自民
クラブ
中村　太

至誠自民
クラブ

大舘　隆行

令和2年12月定例会で議員提出議案第20号として提出され、全会一致で可決しました。意見書では、犯罪
被害者支援の充実を図るための5項目を実施するよう国に要望しました。

Ｑ
本
年
6
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
市
長
は
、
保
健

所
の
在
り
方
を
冷
静
に
考
え

る
に
は
、
状
況
が
あ
る
程
度

収
ま
って
か
ら
で
な
い
と
判

断
で
き
な
い
と
述
べて
い
る
。

施
政
方
針
で
公
表
し
た
以
上

は
、
調
査
状
況
な
ど
途
中
段

階
も
含
め
て
市
民
に
報
告
す

べ
き
と
考
え
る
。
保
健
所
設

置
に
向
け
て
、
今
年
度
は
県

と
の
情
報
共
有
や
財
政
的
支

援
の
協
議
は
行った
の
か
。

A
財
政
支
援
を
求
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
市
が
保
健
所

を
設
置
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
の
段
階
に
も
ま
だ

達
し
て
い
な
い
。
現
在
も
第

7
波
の
渦
中
で
あ
り
、
新
規

陽
性
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
コロナ
が
収
束
し
た
と

言
え
る
状
況
で
は
な
い
。
今

は
ま
だ
陽
性
者
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
に
対
応
中
で
あ
り
、

県
と
の
情
報
共
有
な
ど
は
、

今
後
そ
の
時
に
考
え
てい
く
。

保
健
所
設
置
に
向
け
た

調
査
状
況
の
報
告
を

笑
顔
で
学
び
、
友
人
と
の
生
活
が

　
楽
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

教
育
環
境
の
実
現
を

Ｑ
不
登
校
と
な
った
児
童

生
徒
が
、
一
人
で
も
多
く
所

沢
の
学
校
に
通
い
、
笑
顔
で

学
び
、
友
人
と
の
生
活
が
楽

し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
教
育
環
境
の
実
現
に

つい
て
、
教
育
長
の
見
解
は
。

A
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
に
き
ち
ん
と
寄
り
添
い
、

対
応
で
き
る
教
職
員
を
配

置
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
一
人
で
も

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校

の
仲
間
と
一
緒
に
笑
顔
で
過

ご
す
こ
と
が
私
の
願
い
で
も

あ
る
。
各
学
校
の
実
態
を

把
握
し
、
学
校
に
登
校
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
、
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
思
い
に
寄
り

添
って
対
応
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。
今
後
も
有
効

な
支
援
策
を
検
討
し
、
不

登
校
の
児
童
生
徒
を
一
人

で
も
減
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

博
物
館
建
設
に
向
け
た

議
論
の
再
開
を

所
沢
通
信
基
地
で
の

　
米
軍
航
空
機
の
飛
行
中
止
を

Ｑ
8
月
2
日
に
米
軍
所
沢

通
信
基
地
内
に
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
来
し
、低
空
飛

行
訓
練
と
、人
を
つ
り
上
げ

る
訓
練
が
行
わ
れ
た
。米
軍

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
来
状
況

や
行
わ
れ
て
い
る
訓
練
に
つ

い
て
、所
沢
市
基
地
対
策
協

議
会
に
情
報
を
提
供
し
共
有

し
て
、基
地
全
面
返
還
に
向

け
て
の
取
組
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
。

A
所
沢
市
基
地
対
策
協

議
会
は
、
市
民
と
市
議
会
、

市
が
一
体
と
な
って
基
地
の

全
面
返
還
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
の
で
、
所
沢
通
信

基
地
に
関
す
る
必
要
な
情
報

は
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
た

び
、
米
軍
の
航
空
機
が
飛
来

し
て
、
離
着
陸
を
行
った
こ

と
も
協
議
会
で
共
有
し
、
引

き
続
き
「
基
地
全
面
返
還
は

市
民
の
願
い
」
と
い
う
スロー

ガ
ン
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
近
年
事
件
が
多
発
し
、

犯
罪
被
害
者
支
援
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
市
議
会
で

は
「
犯
罪
被
害
者
支
援
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
」　

を
国
に
提
出
し
て
お
り
、
本

市
で
も
犯
罪
被
害
者
等
支

援
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

A
条
例
を
制
定
す
る
に
当

た
って
は
、
単
な
る
理
念
条

例
に
終
わ
ら
せ
ず
、
犯
罪
被

害
者
の
具
体
的
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
、
心
の
ケ
ア

な
ど
を
行
え
る
専
門
の
相
談

員
の
配
置
や
支
援
体
制
の
構

築
、
見
舞
金
の
支
給
や
そ
の

基
準
の
策
定
な
ど
、
検
討
す

べ
き
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
市
の
条
例
制

定
に
向
け
て
は
、
ま
ず
は
所

沢
警
察
署
な
ど
か
ら
条
例
づ

く
り
に
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
他
の
自
治
体
の
支
援
状

況
や
相
談
体
制
の
運
営
方
法

な
ど
を
研
究
し
てい
く
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を

Ｑ
本
郷
、
下
安
松
、
東
所

沢
和
田
の
境
界
付
近
の
柳
瀬

川
沿
いに
、
ア
カ
バッケ
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
傾
斜
地
が
あ

る
。
ア
カ
バッケ
が
崩
落
し
、

川
を
せ
き
止
め
て
氾
濫
さ
せ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、

近
隣
住
民
は
心
配
し
て
い
る

が
、
現
状
と
安
全
性
は
。

A
こ
の
区
域
は
、
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
、
建
築
物
に
損
壊

が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い
お
そ

れ
の
あ
る
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
てい
る
。
安
全
性
だ
が
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
柳
瀬
川

の
一
部
に
か
かって
お
り
、
仮
に

こ
の
区
域
の
急
傾
斜
地
が
崩
壊

し
た
際
に
は
、
柳
瀬
川
に
土
砂

の
流
出
の
可
能
性
が
あ
る
。
現

在
、
県
の
対
策
と
し
て
の
り
面

の
保
護
を
行
う
た
め
に
、
土
地

の
境
界
確
認
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
市
と
し
て
も
引

き
続
き
対
策
を
立
て
る
よ
う
に

要
望
し
てい
く
。

安
全
安
心
に
住
み
続
け
る
た
め

水
害
対
策
の
推
進
を

Ｑ
2
0
3
0
年
に
市
制
施

行
80
周
年
を
迎
え
る
が
、

8
年
後
に
向
け
て
博
物
館

構
想
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。
教
育
長
の
見
解
は
。

A
市
制
施
行
80
周
年
と
具

体
的
な
見
解
は
示
せ
な
い
が
、

本
市
に
は
「
航
空
発
祥
の
地
」

を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
資
料

や
「
ト
ト
ロ
の
森
」
に
代
表

さ
れ
る
狭
山
丘
陵
の
豊
か
な

自
然
な
ど
、
所
沢
に
し
か
な

い
も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
。

一
方
で
、
今
は
個
々
に
散
ら

ば
って
い
て
所
沢
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
力
に
な
って
い
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
所
沢
が
誇
れ
る

も
の
を
体
系
的
に
つ
な
ぎ
合

わ
せ
一
つ
に
集
約
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
市
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
の
博
物
館
構
想

で
あ
る
な
ら
、
そ
の
取
組
は

十
分
意
味
あ
る
も
の
と
思
う
。

市
民
や
企
業
の
力
も
活
用
す

る
な
ど
、
実
現
に
向
け
た
工

夫
が
必
要
だ
と
考
え
てい
る
。

意見書はコチラ➡
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第 204 号

日本共産党
小林　澄子

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

ところざわ
市民会議
石本　亮三

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

公明党
亀山　恭子

日本共産党
平井　明美

Ｑ
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
対
す

る
国
や
県
が
行
う
対
策
、

今
年
度
の
予
算
措
置
は
。

A
国
や
県
の
対
策
、
予

算
措
置
は
、
現
状
で
は
林
野

庁
に
よ
る
森
林
病
害
虫
等

被
害
対
策
事
業
に
お
け
る
補

助
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
措

置
に
対
し
、
県
を
通
じ
て
国

か
ら
補
助
さ
れ
る
も
の
で
、

補
助
率
は
国
が
2
分
の
1
、

県
が
4
分
の
1
で
、
今
年
度

の
市
への
補
助
額
は
30
万
円

を
予
定
し
て
い
る
。
補
助
の

要
件
は
、
民
有
地
の
ナ
ラ
枯

れ
で
あ
る
こ
と
、
永
続
的
な

樹
林
地
が
担
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
制
約

が
厳
し
く
、
被
害
総
額
に
対

し
て
支
給
額
も
低
く
な
って

い
る
。
こ
の
た
め
、
高
額
と

な
る
ナ
ラ
枯
れ
への
対
処
費

用
は
、
機
会
を
捉
え
て
国
や

県
に
財
政
支
援
を
要
請
し
て

い
く
。

ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
よ
る

対
策
の
強
化
を

介
護
認
定
調
査
委
託
料
の

不
平
等
の
解
消
を

Ｑ
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
を
実
現
す
る
た
め
、
不
平

等
を
解
消
し
、
市
内
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
、
医
師

会
の
委
託
料
を
一
番
高
い
社

会
福
祉
協
議
会
に
合
わ
せ
る

べき
で
は
。

A
市
で
は
、
毎
月
ま
と
ま

った
件
数
の
調
査
を
依
頼
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
事
前
に
委

託
先
に
は
、
ひ
と
月
に
受
託
で

き
る
件
数
の
調
査
を
行
って
い

る
。
社
協
が
6
0
0
件
、
医

師
会
が
85
件
、
そ
の
他
の
事

業
所
は
3
件
か
ら
5
件
程
度

で
あ
り
、
調
査
を
依
頼
で
き

る
件
数
に
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
介
護
認
定
の
申
請
が

年
々
増
加
す
る
中
で
、
社
協

や
医
師
会
は
年
間
1
，0
0
0

件
以
上
の
調
査
を
受
託
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
専
従
職
員

を
雇
う
な
ど
、
費
用
も
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
委
託
料

に
差
が
あ
る
こ
と
は
、
や
む
を

得
な
い
も
の
と
考
え
てい
る
。

Ｑ
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
滞
在

な
ど
、
市
内
への
宿
泊
客
の

誘
致
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

A
市
内
への
宿
泊
客
の
誘

致
と
し
て
は
、
ま
ず
観
光
面

で
は
、
所
沢
観
光
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、

市
内
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
近
隣
の
自
治

体
と
連
携
し
て
、
市
域
、
圏

域
を
越
え
て
観
光
客
の
回
遊

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
観
光
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
く
。
ビ
ジ
ネ
ス
面
で

は
、
現
在
本
市
で
進
め
て
い

る
製
造
業
や
都
市
型
産
業
の

企
業
誘
致
の
ほ
か
、
起
業
・

創
業
の
促
進
や
農
商
工
連
携

に
よ
る
企
業
連
携
、
企
業
間

交
流
を
推
進
す
る
な
ど
、
市

内
経
済
の
活
性
化
を
図
って

い
く
。
こ
れ
ら
の
両
面
か
ら
、

観
光
客
を
含
め
て
多
く
の
方

に
本
市
に
訪
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

株
式
会
社
K
A
D
O
K
A
W
A
と
協
力
し

　
大
規
模
な
ビ
ジ
ネ
スコンベン
ション

（
会
議
）の
誘
致
を

Ｑ
更
年
期
症
状
で
悩
む
方

が
正
し
い
情
報
を
入
手
し
、

相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
市
と
し
て
情
報
提
供

や
支
援
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

A
本
市
で
も
更
年
期
を
迎

え
る
年
代
の
方
が
多
く
な
って

い
る
の
で
、
更
年
期
に
関
す
る

情
報
提
供
や
体
調
の
変
化
に

関
す
る
悩
み
の
解
消
に
対
応

し
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
って

い
る
と
感
じ
てい
る
。
国
で
は
、

婦
人
科
的
疾
患
と
更
年
期
障

害
、
出
産
の
悩
み
、
不
妊
等
、

女
性
の
健
康
に
関
す
る
相
談

指
導
を
行
う
女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
埼
玉
県
で
は
各
保
健
所

に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

本
市
の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談

窓
口
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
、

更
年
期
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
や
悩
み
の
解
消
に
努

め
てい
く
。

更
年
期
症
状
に
悩
む
方
への

情
報
提
供
の
充
実
を

Ｑ
こ
れ
ま
で
は
無
料
だ
っ

た
医
療
費
が
、
学
費
な
ど
の

負
担
が
大
き
く
な
る
高
校
生

か
ら
か
か
る
と
い
う
心
理
的

負
担
は
と
て
も
大
き
い
。
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に

つい
て
の
見
解
は
。

A
本
市
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
は
、
段
階
的
に
対

象
年
齢
の
拡
大
を
図
って
き

た
。
こ
の
制
度
は
、
財
源
の

一
部
と
し
て
県
の
補
助
金
が

充
当
さ
れ
て
い
る
が
、
補
助

の
対
象
は
未
就
学
児
童
の
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費

の
大
部
分
は
市
独
自
の
負
担

と
な
って
い
る
。
そ
の
た
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ

れ
以
上
の
年
齢
拡
大
は
難
し

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、

本
年
10
月
1
日
か
ら
、
窓
口

で
の
医
療
費
の
支
払
い
が
不

要
と
な
る
現
物
支
給
の
対
象

地
域
を
、
市
内
だ
け
で
な
く

県
内
全
域
に
拡
大
し
てい
る
。

子
育
て
世
帯
を
支
え
る
た
め

　
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

Ｑ
本
年
7
月
に
市
民
の
声

を
聴
く
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

参
加
者
か
ら
は
、
あ
ま
り
に

も
意
見
を
述
べる
時
間
が
少
な

かった
と
い
う
声
も
あ
り
、
教

育
長
か
ら
は
「
こ
の
会
を
既

成
事
実
に
し
た
く
な
い
」「
本

音
の
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
った
。
公

民
館
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
も
、
市
民
の
声
を
聴
く

会
を
再
度
開
催
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

A
市
民
の
声
を
聴
く
会
に

は
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
公
民
館
や
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て

の
貴
重
な
意
見
や
将
来
への
思

い
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
大
変

思
い
が
強
い
と
い
う
こ
と
を
感

じ
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
や
要

望
は
、
十
分
に
そ
し
ゃ
く
し
て

今
後
の
議
論
を
勘
案
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
再
度

の
開
催
に
向
け
た
検
討
を
進

め
てい
く
。

公
民
館
事
業
の

今
後
の
在
り
方
につい
て
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未来

越阪部征衛

Ｑ
他
の
自
治
体
で
は
、
歩

行
者
利
便
増
進
道
路
な
ど
を

使
って
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

展
開
し
て
い
る
が
、
本
市
で

も
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
あ

る
か
。

A
昨
年
度
、
所
沢
駅
周

辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策

定
し
、
ま
ち
な
か
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
スペー
ス
を
活
用
し
た
に
ぎ

わ
い
や
回
遊
性
の
創
出
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
の
ビ
ジ
ョン

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
で
重
要

と
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を

10
か
所
示
す
と
と
も
に
、
駅

周
辺
エ
リ
ア
を
大
き
く
4
つ

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ビ
ジ

ョン
を
実
現
し
て
い
く
に
当
た

り
、
ま
ち
な
か
の
空
間
の
生

か
し
方
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

出
店
形
態
が
エ
リ
ア
の
魅
力

を
高
め
、
に
ぎ
わ
い
が
創
出

さ
れ
る
も
の
と
考
え
てい
る
。

キ
ッチ
ン
カ
ー
の

普
及
に
向
け
た
取
組
を

Ｑ
さ
い
た
ま
市
で
は
、
地

下
鉄
7
号
線
（
埼
玉
高
速

鉄
道
）
を
延
伸
す
る
た
め
の

基
金
が
あ
り
、
積
立
て
を
開

始
し
て
い
る
。
地
下
鉄
大
江

戸
線
の
延
伸
を
目
指
し
て
い

る
新
座
市
で
は
、
今
年
度
か

ら
新
座
市
都
市
高
速
鉄
道

建
設
促
進
基
金
を
創
設
し

て
、
毎
年
1
億
円
を
積
立
て

る
計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
市
で
も
、
地
下
鉄
大
江

戸
線
に
対
す
る
基
金
を
創
設

し
て
積
立
て
を
開
始
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

A
都
市
高
速
鉄
道
12
号

線
（
地
下
鉄
大
江
戸
線
）
は
、

事
業
主
体
や
ル
ー
ト
が
決
ま

っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
点

を
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
基
金
は
、

事
業
主
体
や
ル
ー
ト
が
決
ま

って
く
る
な
ど
、
今
後
の
事

業
の
進
捗
に
伴
い
、
必
要
に

応
じ
て
設
置
し
て
い
く
も
の

と
考
え
てい
る
。

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線

　
（
地
下
鉄
大
江
戸
線
）
の
延
伸

に
向
け
て
基
金
の
設
置
を

Ｑ
高
圧
契
約
も
現
状
ス
ト

ッ
プ
し
て
お
り
、
昨
年
度
の

高
圧
の
顧
客
獲
得
目
標
が
12

％
と
非
常
に
低
い
達
成
率
と

な
って
い
る
が
、
社
長
で
あ

る
副
市
長
の
見
解
は
。

A
と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力

は
、
自
己
電
源
を
多
く
保
有

し
てい
る
事
業
者
か
ら
電
源
を

調
達
し
、
リ
ス
ク
を
回
避
す

る
事
業
ス
キ
ー
ム
を
取
って
い

る
こ
と
か
ら
、
今
般
の
電
力
の

高
騰
も
他
社
に
比
べて
影
響
は

少
な
く
、
現
時
点
で
黒
字
を

保
て
てい
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
同
社
の
強
み
は
環
境
に

配
慮
し
た
再
エ
ネ
率
の
高
い
電

力
で
あ
り
、
市
の
施
設
で
は

同
社
の
電
力
に
切
り
替
え
た

こ
と
に
よ
り
、
電
力
使
用
に

伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
84
％
削
減
で
き
た
。
電

力
市
場
の
混
乱
が
収
束
し
た

際
は
、
需
要
家
へ
の
営
業
を

積
極
的
に
展
開
し
てい
く
。

と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
の

　
経
営
の
安
定
化
を

大
規
模
災
害
時
は

　
医
療
施
設
と
の
連
携
を

Ｑ
大
規
模
災
害
時
は
多

数
の
け
が
人
が
想
定
さ
れ
、

行
政
も
医
療
施
設
と
の
連

携
が
必
要
に
な
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
特
別
な
協
力
体
制

は
考
え
てい
る
の
か
。

A
災
害
が
発
生
し
、
医
療

機
関
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況

下
で
は
、
市
対
策
本
部
は
医

師
会
対
策
本
部
と
連
携
し
、

県
に
支
援
を
要
請
す
る
。
そ

の
後
、
県
は
後
方
医
療
機

関
と
災
害
時
連
携
病
院
と
の

調
整
を
図
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
で
負
傷
者
への
対
応
が

困
難
と
な
る
場
合
に
は
、
広

域
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
に

な
り
、県
災
害
派
遣
医
療
チ

ー
ム
の
埼
玉
D
M
A
T　
や

県
医
師
会
の
医
療
救
護
班
、

日
本
赤
十
字
社
の
日
赤
救

護
班
な
ど
の
支
援
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
流

れ
が
あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
に

限
定
し
た
特
別
な
体
制
は
考

え
てい
な
い
。

Ｑ
松
井
小
学
校
と
同
じ
よ

う
に
、
学
校
に
図
書
館
を
つ

く
れ
な
い
か
。

A
松
井
小
学
校
図
書
館
は
、

校
舎
の
改
築
に
合
わ
せ
て
、
児

童
図
書
と
絵
本
を
中
心
と
し

た
地
域
開
放
型
の
学
校
図
書

館
と
し
て
、平
成
17
年
6
月
に

開
館
し
た
。
本
の
ぬ
く
も
り
と

暖
か
な
自
然
光
の
差
し
込
む
大

き
な
ガ
ラ
ス
窓
が
あ
り
、
面
積

が
6
0
0
㎡
、
蔵
書
数
が
2

万
7
，0
0
0
冊
で
、
専
任
職

員
も
常
駐
し
て
い
る
の
で
、
子

ど
も
が
本
を
読
み
た
く
な
る
環

境
と
し
て
は
理
想
的
な
施
設
で

あ
る
。
し
か
し
、
財
源
な
ど
の

様
々
な
課
題
も
あ
る
た
め
、
新

た
に
同
規
模
の
学
校
図
書
館
を

整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
内
の

図
書
館
で
全
て
の
子
ど
も
が
自

ら
本
に
ふ
れ
、
読
書
の
楽
し
み

を
知
る
機
会
を
創
出
し
、
魅

力
あ
る
取
組
を
こ
れ
か
ら
も

進
め
てい
く
。

子
ど
も
が
本
を
読
み
た
く
な
る

環
境
づ
く
り
を

DMAT（Disaster Medical Assistance Team ＝ 災害派遣医療チーム）とは、大規模な災害や事故などの発生時、被災地に迅速に駆け
つけ、救急治療を行うための専門的な訓練を受けた医療チームです。

⍮ߦߚࠅᔕߚ߃ �

TEL：2998-9256　　FAX：2998-9222

市議会だよりは「デイジー版」と「点字版」を
ご用意しています。ご希望の方は議会事務局
までご連絡ください。
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委員

Q
学校
教育部

A

子どもたちの可能性は無限大

静岡県掛川市　「こころの相談ノート」　　　大阪府吹田市　「GIGAスクール構想」
大阪府和泉市　「くらしサポートセンター」

北小学校の現地調査を行い、 2年生、3年生、5年生がICT（情報通信技術）機器
を活用して授業に取り組む様子を見学しました。

ギ カ イ レポート

不登校の子どもから相談も寄せられ、教師との対話が増えることに
もつながり、タブレット端末を活用した教育活動がとても参考になり
ました。

市民からの相談を解決するため、市民部が市の関係部署と連
携して取り組んでいることは素晴らしく、住みやすいまちづくり
への取組として、とても参考になりました。

GIGAスクール構想を進める中で、産官学連携でデジタル・シティ
ズンシップ　教育に取り組むことが、今後のデジタル社会に生き
る人材の育成にとても重要であると感じました。

《会議録》

歩きたいと思うまち新所沢
駅周辺

《視察報告》

《視察報告》

7/26
7/28

行政視察

6/30 GIGAスクール構想

従来どおりの紙を使った
学習と、ICT機器を使用
した学習では、どのよう
な変化があるのか。

紙と鉛筆を使った学習とICT機器を使用した学
習の使い分けはきちんとしなければならないと考
えています。ICT機器を使用することは目的では
なく手段であり、アイデアを広げるにはICT 機器
の活用は有効ですが、漢字や計算などの習熟
度を高めるには紙と鉛筆を使うことが重要です。

市民
文教

7/21
7/22

行政視察

委員長のひとこと

委員長のひとこと

委員長のひとこと

デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力のこと。

掛
川
市

吹
田
市

和
泉
市

商業施設を誘致する難しさがある中で、
「アオーレ長岡」という行政施設が完成し
たことは、新所沢パルコ撤退後の跡地利
用の方向性を考えるきっかけになりました。

大和デパートの撤退危機を乗り越えるた
め、行政主導で検討を行っており、所沢
市でも地域が望む取組に行政が関わる
ことが重要であると感じました。

　大宮駅周辺の官民連携のウォーカブルなまちづくりへの
取組は、新所沢駅周辺のまちづくりを考えていく上でとて
も参考になりました。

新
潟
市

長
岡
市

新潟県新潟市　「市街地再開発事業」新潟県長岡市
8/23 行政視察

埼玉県さいたま市　
　「ウォーカブル推進都市」における
　まちなかウォーカブル推進事業
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令和 4年（2022年）11月15日

所沢の魅力を広めるために
三重県桑名市「ブランド推進事業」 愛知県春日井市「シティプロモーション」
静岡県富士市「富士市シティプロモーション基本方針」

自治体を取り巻く厳しい状況下で、しんしに現況を受け止め、積極
的に課題に取り組む姿勢は学ぶ点が多くありました。コロナの影響
により、従来の考え方でブランド効果を生み出すのは難しいため、
今後の委員会で議論を深め政策に反映したいと考えています。

担当職員が各部署と積極的に関わり、意識改革とPR方法を議
論していくことが自治体の活性化につながることを学び、所沢ブ
ランドの魅力と価値を高める施策を考える上でとても参考になり
ました。

市民・事業者・行政が一体となって春日井ブランドをシティプロ
モーションすることで、ブランドの価値を高める工夫がみられ、きめ
細かい施策はとても参考になりました。

《視察報告》

7/25
7/27

行政視察

総務
経済

委員長のひとこと

桑
名
市

春
日
井
市

富
士
市

地域の課題に向き合う
兵庫県明石市 「あかし里親100％プロジェクト」 兵庫県赤穂市「ひきこもり対策推進事業」
 「おむつ定期便・0歳児の見守り」 京都府京都市「認知症施策」

全国的に注目を集めている子ども・子育て分野への支援を積極
的に行っており、子育て支援に注力する姿勢が強く感じられました。
行政の意気込みで「ここまでやれる」という実例を直視することが
できました。

認知症対策の説明の中で、認知症患者を家族のみならず、地域
社会で受け入れていくという環境づくりの啓発活動は先進的でし
た。地域での社会的資源の活用を模索し、居場所づくりを行う取
組など、自治体として同様の仕組みの必要性を認識しました。

行政の福祉支援の仕組みだけでなく、社会福祉協議会の方より、
困難なひきこもりから社会復帰に至るまでの事例の説明を受け、
とても参考になりました。

《視察報告》

8/2
8/4

行政視察

健康
福祉

委員長のひとこと

明
石
市

赤
穂
市

ごみ減量大作戦では目標値には届かなかったものの、年々着実
にごみの減量につながっていました。今後もごみ減量への取組を
継続していくとのことであり、所沢市のごみ減量の課題を考えてい
く上でとても参考になりました。

「もりおか交通戦略」の考え方は、所沢市の掲げる「人を中心と
したまちづくり」に近く、今後の取組にとても参考になりました。

委員長のひとこと

福
島
市

盛
岡
市

京
都
市

住みよいまちを作るには
福島県福島市「ごみ減量の取組」 　　　　岩手県盛岡市「もりおか交通戦略」 《視察報告》

8/4
8/5

行政視察

建設
環境
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第 204 号

当日の様子は
HPをチェック!

第１部 議会の仕組み・所沢市の予算の説明

第２部 意見交換と発表

ೋ㐿 !
ࠚࡈ㜞ࠞߎߣ

ޯᚲᴛߩᧂ᧪ޯ߁ࠈ⺆ߢࡀࡦࡎࠍ
　高校生の皆さんに政治に関心をもって
もらい、議会を身近に感じてもらえるよう、
所沢高校と広聴広報委員会で意見交換を
行いました。

班長の平井委員からのあいさつ
でスタートした「とこ高カフェ」
には20人の所高生が参加!
議会や市の予算の説明では「分
かりやすい」「参考になった」
という声が多数ありました♪

児童館は小中学生が
多くて行きづらいので、
高校生がおしゃべりで
きる場所がほしい。

若い人の感性で学ばせてもらいました。

小中学生のときから
政治に対する知識を
広めたり、市議会議
員と交流する機会が
増えればよい。

若者の投票率向上に
は、手軽に投票できる
ネット選挙という方法
もあるのでは。

7／19（火）
   in 所沢高校

平井明美の講評
発表してもらった意見だけではなく、どの意見も
所高生の感性がすばらしい。

松本明信の講評

どうすれば若者が投票するようになるのか話し合
う中で、スマホ1台で様々な手続きができるような
社会が実現するのではないかと思いました。

谷口雅典の講評

15歳から投票できた
り、学校に投票所を設
置したりしてほしい。

ジェンダーや投票のこともよく考えていて、未来は
明るいと感じました。

今度は生徒が運営
主体になって、議員
との意見交換会を
企画したい。

議員の仕事はやりが
いを持ってやっている
ということを知ること
ができた。

末吉美帆子の講評

若い目線で「こうしていくべきだ」という意見が
たくさん出てきて励みになりました。

福原浩昭の講評

所高生は生活に関わる問題意識を持っていました。
とこ高カフェで、どうすれば政治家や行政に問題を
伝え、改善できるかを知ってもらえたと思います。

石原　昂の講評

１班 ２班 ３班

４班 ５班 ６班



15

ところざわ市議会だより令和 4年（2022年）11月15日

 ╷ ⸛ ⺰ ળ 㐿 
所 沢 ブ ラ ン ド 力
シティプロモーション

りょく

による地域経済活性化総務
経済

所沢ブランドを
知っていますか

第１部 　基調講演 第２部 　討論会

参加議員
講師

東海大学　文化社会学部　広報メディア学科
教授　河井　孝仁　さん

かわ たか よしい

福原浩昭　　中　毅志　　大舘隆行　　中村　太
　　　島田一隆　　亀山恭子　　平井明美

日　時　　11/27（日）13：30～　

場　所　　
こどもと福祉の未来館（泉町1861-1）
1階　多目的室1・2号

事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。

手話通訳・要約筆記あり

保育あり
（11/17（木）までに要事前申込み） 最新情報は

HPをチェック⬆ （副座長） （座長）

最新情報は
HPをチェック⬆

どうなる!？パルコ閉店による新所沢の未来は!
～魅力あるまちを目指して～

川辺浩直　　杉田忠彦　　青木利幸
長岡恵子　　石原　昂　　植竹成年　　小林澄子

日　時　 　　1/29（日）13：30～　

場　所　　
新所沢まちづくりセンター（緑町1-8-3）
1階　ホール

事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。

手話通訳・要約筆記あり

保育あり
（　   1/19（木）までに要事前申込み）

（副座長） （座長）

新所沢
駅周辺

R5

R5

参加議員
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発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4‐2
9
9
8‐9
2
5
6
）

〒
3
5
9‐8
5
0
1　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

　
航
空
記
念
公
園

の
散
策
道
は
秋
色

の
気
配
。
寒
暖
差

あ
る
日
々
で
す
が
、

健
幸
第
一
で
今
日
も
前
に
進
み
ま

す
!　
　
　
　
　
　
　
　
　（
福
原
）

　

我
が
家
で
ス
ズ
ム
シ
が
毎
年
ふ
化

し
て
50
年
に
な
り
ま
す
。
毎
年
々
々

同
じ
時
期
の
自
然
の
営
み
で
す
。

　
近
年
の
異
常
気
象
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
生
活
、
お
身
体
を
大
切
に
!!

（
越
阪
部
）

　

秋
の
市
民
相
談
で
刺
さ
った
事
は

「
日
本
は
食
糧
自
給
率
が
低
い
し
外

国
の
食
料
も
手
に
入
ら
な
く
な
る
時

代
も
来
そ
う
だ
。
市
内
の
農
業
を

育
て
て
欲
し
い
」　　
　
　
　
（
浅
野
）

広
聴
広
報
委
員
会

　
◎
浅
野
美
恵
子　
　
末
吉
美
帆
子

　
〇
小
林　
澄
子　
　
亀
山　
恭
子

　
　
天
野　
　
敦　
　
谷
口　
雅
典

　
　
佐
野　
允
彦　
　
福
原　
浩
昭

　
　
石
原　
　
昂　
　
松
本　
明
信

　
　
平
井　
明
美　
　
越
阪
部
征
衛

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

秋

■
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
漫
画
や
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
、

非
日
常
的
な
空
間
を
コン
セ
プ
ト
に
し
た

多
国
籍
レ
ス
ト
ラ
ン
「
世
界
食
堂
」
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
8
月
7
日

の
旧
暦
の
七
夕
の
日
に
所
澤
神
明
社
で

行
わ
れ
る
、
誰
で
も
楽
し
め
る
地
元
の

縁
日
「
神
明　
宵
の
市
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

■
食
堂
を
始
め
た
き
っか
け
は

　
〝
美
味
し
い
ゴハン
〞と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
そ
れ

こ
そ
性
別
も
関
係
な
く
結
び
つ
け
ら
れ

る
共
通
言
語
だ
と
思
って
い
ま
す
。
色
々

な
考
え
方
や
価
値
観
を
持
った
人
た
ち

が
、
同
じ
空
間
を
共
有
し
て
、
情
報
を

交
換
し
た
り
、
同
じ
テ
ー
マ
で
話
を
し

た
り
す
れ
ば
、
自
然
と
素
敵
な
出
会
い

が
始
ま
る
と
思
った
の
が
き
っか
け
で
す
。

■
宵
の
市
は
ど
ん
な
お
祭
り
で
す
か

　
6
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、
少

し
ず
つ
存
在
を
知
って
も
ら
え
て
い
る
よ

う
で
、
2
日
間
で
3
万
人
の
来
場
者
で

し
た
。
で
も
、
儲
け
る
た
め
に
や
って
い

る
わ
け
で
は
な
く
て
、
夏
に
お
祭
り
が

あ
って
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る

人
が
ひ
と
り
で
も
増
え
て
、
地
元

の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
、
1
0
0
年
後

も
続
く
よ
う
な
行
事
に
な
って
い
け
ば
い

い
な
と
思
ってい
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　
僕
は
も
と
も
と
雑
貨
屋
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
所
沢
市
に
は
雑
貨
屋

が
少
な
い
し
、
個
人
で
店
を
経
営
し
づ

ら
い
ま
ち
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
個
人
で

も
気
軽
に
お
店
を
出
せ
る
よ
う
に
し

た
く
て
、
山
口
に
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス

「
S
A
V
E　
A
R
E
A
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
が
、
こ
の
場
所
で
関
わ
り
を

持
っ
た
人
た
ち
の
協
力
で「
世
界
食
堂
」

と
い
う
素
敵
な
お
店
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
と
関
わ
って
人
生

が
少
し
楽
し
く
な
った
と
思
って
も
ら
え

る
よ
う
な
、
笑
顔
が
集
ま
る
場
所
を
つ

く
り
た
い
ん
で
す
。

所沢市議会

№204

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.28

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会は12月2日（金曜）から開催予定です。

角田　テルノさん
かく た て　る　の

●1984年 所沢市生まれ
●2011年 現在のうらトコ通りにビンテージトイショップ「ToysADDiCT」を開店
●2015年 「暮らすトコロマーケット」の立上げメンバーとして企画に携わる
●2017年 所澤神明社で開催される「神明　宵の市」を企画する無礼講プロジェクトの
 立上げメンバーとして運営に携わる
●2018年 空き倉庫を改造したシェアスペース「SAVE　AREA」（山口）をオープンし、
 同時に法人格を取得して起業
●2022年 多国籍レストラン「世界食堂」（東住吉）を開店

しんめい よい いち

暮らすトコロマーケット暮らすトコロマーケット

神明　宵の市神明　宵の市

市民カメラマン撮影市民カメラマン撮影


